「臨床」という言葉の意味に関する一考察 by 栗原 輝雄
「臨床」という言葉の意味に関する一考察



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（21）J.M.Hawkins（compiled）“The Oxford Paperback Dictionary（3rded.）”
Oxford University Press，1988，p.148
（22）三省堂編修所編『最新コンサイス英和辞典』三省堂，1966年，p.206
（23）影山誠一・新垣淑明監修『新漢和辞典』緑樹出版，1993年，p.659
（24）上田万年他編『新大字典』講談社，1993年，p.1921
（25）白川静『字通』平凡社，1996年，p.1630
（26）日本国語大辞典第二版編集委員会・小学館国語辞典編集部『日本国語大
辞典（第二版）』第12巻，小学館，2001年，p.507
（27）（23）に同じ．P.266
（28）（24）に同じ．P.758
（29）長澤規矩也編『明解漢和辞典』三省堂，1959年，P.279
（30）（29）に同じ．P.67
（31）（29）に同じ．P.320
（32）ジョン・ボウルビイ著（二木武監訳）『母と子のアタッチメント―心の安
全基地―』医歯薬出版，1993年，Pp.177-202
（33）マルティン・ブーバー著（植田重雄訳）『我と汝・対話』岩波書店，
1979年，Pp.162-163
（34）（33）に同じ．Pp.160-163
（35）（33）に同じ．P.163
（36）（18）に同じ．Pp.121-122
（37）（33）に同じ．P.184
（38）サン・テグジュペリ著（河野万里子訳）『星の王子さま』新潮社，2006年，
P.108
（39）栗原輝雄著『特別支援教育臨床をどうすすめていくか―学校臨床心理学
の新たな課題―』ナカニシヤ出版，2007年，Pp.63-64，80-81
皇学館大学教育学部研究報告集 第６号
― 72 ―
（40）栗原輝雄著『生きることについて―さくらとはこべ，どちらが
きれい？―』近代文藝社，1991年，P.42
（41）（１）に同じ．P.24
（42）（18）に同じ．
（43）（23）に同じ．P.659
（44）神田橋條冶著『追補精神科診断面接のコツ』岩崎学術出版社，1994年，
P.56
（45）新村出編『広辞苑（第三版）』岩波書店，1983年，P.236
（46）（23）に同じ．P.343
（47）（23）に同じ．P.659
（48）（５）に同じ．
（49）（１）に同じ．
（50）椋鳩十著『感動は心の扉を開く―しらくも君の運命を変えたもの
は？―』あすなろ書房，1988年，P.55
（51）島崎敏樹著『生きるとは何か』岩波書店，1974年，P.57
（52）（32）に同じ．Pp.1-24
（53）増井武士著『不登校児から見た世界―共に歩む人々のために―』有斐
閣，2002年，Pp.43-56
（54）山本光男訳『イソップ寓話集』岩波書店，1982年，P.70
（55）（39）に同じ．Pp.83-86
（56）栗原輝雄「特別支援教育における実践と支援の基盤についての一考察
―障害のある子とその保護者の「思いに寄り添う」ということにつ
いて―」皇學館大学教育学部研究報告集第５号，2013年，Pp.15-34
（57）中村雄二郎著『臨床の知とは何か』岩波書店，1992年，P.9，135
（58）（23）に同じ．
（59）（57）に同じ．
（60）岡村達也・飯渕久美子「プリセラピー―パーソン中心療法の第一条件
（心理的接触）をめぐって―」（村瀬孝雄・村瀬嘉代子編『ロジャーズ―ク
ライエント中心療法の現在―』日本評論社，2004年，P.56
「臨床」という言葉の意味に関する一考察
― 73 ―
（61）村瀬嘉代子「心理療法と支持」こころの科学，第83号，1999年，P.11
（62）青木省三「『支持的心理療法』をめぐって」こころの科学，第83号，
Pp.21-22
（63）（57）に同じ．P.134
（64）（57）に同じ．P.202
（65）（１）に同じ．Pp.23-24
（66）岡昌之「クライエント中心療法と統合失調症」（村瀬孝雄・村瀬嘉代子編
『ロジャーズ―クライエント中心療法の現在―』日本評論社，2004年，
P.153）
（67）佐治守夫・岡村達也・保坂亨著『カウンセリングを学ぶ―理論・体験・
実習―』東京大学出版会，1999年，P.14
（68）半田一朗「同じものを同じように『ともに眺める関係』」月刊学校教育相
談，2007年5月号，Pp.20-29
（69）栗原輝雄「幼児児童生徒とのコミュニケーションおよび教育（保育）・発
達支援の基盤としての教師の『聴く力』について―教師を対象とした『聴
く力』についての調査から―」三重大学教育学部研究紀要第59巻（教育科
学）2008年，Pp.217-231
（70）（１）に同じ．Pp.23-24
（71）（67）に同じ．
（72）（69）に同じ．P.227
（73）（68）に同じ．
（74）（５）に同じ．
（75）（１）に同じ．
（76）（23）に同じ．P.659
注
（注１）繰り返しになるが，本章の冒頭で記したように，英語の“clinical”が
「臨床の」という日本語に翻訳されたさい，「臨床」という語を構成する
「臨」と「床」という文字の意味についての考察も含んだ上でのことであれ
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ば，事情は異なってくると思われる．残念ながら，筆者はこの点について
の事情（経緯）の詳細が把握できていないので，このようなとらえ方で考
察をすすめていくことをお断りしておきたい．
（注２）サン・テグジュペリ著（河野万里子訳）『星の王子さま』（文献（38））
の中に記されている「キツネ」と「王子さま」との初めての出会いのさい
に「キツネ」が「王子さま」に語った言葉は，ここに記したことを裏打ち
してくれていると思われる．「友達をさがしている」と語る「王子さま」に
対する「キツネ」の答えは，そのためには「『絆
きずな
を結ぶ』ということだ」
というものであった．「絆
きずな
を結ぶ」ためには時間をかけて徐々に距離を縮
めていくことが大切だ（「がまん強くなること」）と説く．そして，「絆
きずな
を
結ぶ」ことができたなら，「ぼくを巣
す
の外へいざなう」と言う．（文献（38），
Pp.99-103）これらの言葉は，人が人と「出会い」，「つながり」，「理解しあ
う」ようになっていくための大切な内容を示唆していると考えられる．
なお，「絆」には「ひっぱるつな」「物をつなぎとめるもの」等の意味が
あるという．（影山誠一・新垣淑明監修『新漢和辞典』緑樹出版，1993年，
P.614）人と人とが離れることなく「近づき合う」という状況を思わされ
て，意味深い．
（注３）文献（23）参照．
（注４）「臨」には「見てうつす」という意味のあることが，文献（23）に示さ
れていると本文に示した．この「見てうつす」ということに関連して想起
されるのが，書の分野で用いられている「臨書」という言葉である．「臨
書」とは，「手本を脇に置き，その字形や筆使い，字配りや全体の気分をま
ねて練習すること」で，その一つに「手本の意（こころ）に重きを置き表
現する意臨という方法がある」という．（角井博「意臨」，小松茂美編『二
玄社版日本書道辞典』二玄社，1987年，P.34）この「意臨」という方法を，
人と人との間のコミュニケーション関係に置き換えて考えてみると，次の
ように言うことができるように思われる．つまり，今，自分が向き合って
いるその人の心の世界（上記の定義の中で用いられている言葉でいえば，
「手本」―「見てうつす」さいのもとになるもの―ということにあたると
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言えるであろうか）を，その人の言葉や声の調子や，表情やしぐさ・動作
等々の目に見える部分を通して，みずからの「心に感じ取る」ということ
を意味しているように思われるということである．「臨書」の方法と「聴
く」ということ，その間の深い関係について気づかされた思いがした．
（注５）このようなことを通じて，今，自分が向き合っている人と真の意味で
「共に生きる」関係（小沢牧子「生活者として日常の差別をどう乗り越える
か」日本臨床心理学会編『心理治療を問う』現代書館，1985 年，
Pp.378-394），「いっしょに悩み考え合う」（小沢牧子著『「心の専門家」はい
らない』洋泉社，2002年，P.216）関係が深まっていくということになるの
であろう．その意味で，今，目の前にいる人，自分が向き合っている人の
心の世界を，「無限の思いやり」（小西忠正「心の生理」現代のエスプリ，
No.59，1972年，P.71）をこめて，できるだけ丁寧に「見てうつす」（文献
（23））ことができるように，自身の内面を成長させていく（耕していく）
努力を怠らないように努めること.(大変難しいことではあるが．）それが
「臨床」ということの強固な基盤を形成していくと言えるかもしれないし，
そのようななかで，さまざまな技法が真の意味で生きてくる（意味をもっ
てくる）と言えるのではなかろうか．（文献（５）参照）また，みずからの
保育実践をふりかえり，「人が人と具体的な時空を互いに支え合いながら
生きるということ自体が，保育臨床の本質である」とし，「臨床」とは「共
に生きるという在り方」であると述べている大場（2007）の所論（大場幸
夫著『こどもの傍らに在ることの意味―保育臨床論考―』萌文書林，2007
年，P.125）は，切り口は異なるものの，筆者のこれまで述べてきたことと
重なるところが多く，示唆を受けるところが大きいと筆者は考えている．
最後に，「臨床的関係」と技法あるいは技術との関連についてふれてみた
い．中村（1992）によれば，「技術」は「主体あるいは自己の，他者や世界
に対する関わり方」であるが，「媒介的なもの」であるとされ（文献（57），
P.71），「技術」には「認識し開明すること，覆いをとること」の意味がある
と説明されている．（文献（57），P.73）「心理臨床」や「教育臨床」，「発達
臨床」等における「技術」が真にこのような意味をもち，有効な働きをす
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るためには，本文中に何度も記したような「まみえる」姿勢（「臨床的関
係」）（「Ⅲ「臨床」という言葉についての筆者の考察」参照）が存在してこ
その話であることが，やはり大事な前提であり，不可欠の要件であること
を筆者としては考えるのであるが，いかがであろうか．
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